
八
尾
山
城
と
杉
原
惣
領
家

八
尾
山
城
探
訪

福
塩
線
府
中
駅
に
降
り
立

っ
た
者
は
、
北
を
望
む
と
、
真
中
に
三
角
形
の
秀
一麗
な
山

を
目
に
す
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
が
本
稿
の
主
題
八
尾
杉
原
氏
の
居
城
し
た
八
尾
山
城
跡

で
あ
る
。
城
跡
に
至
る
主
な
道
は
二
つ
あ
る
。　
一
つ
は
旧
来
の
登
山
道
で
、
庄
の
池

の
傍
を
通
り
、
城
跡
に
設
け
ら
れ
た
妙
見
社
の
参
道
を
登
る
道
で
あ
る
。
妙
見
社
は

城
跡
南
端
に
建
立
さ
れ
、
こ
こ
ま
で
来
れ
ば
山
頂
本
丸

へ
は
あ
と

一
息
で
あ
る
。

も
う

一
つ
の
道
は
、
近
年
建
設
さ
れ
た
七
ツ
池
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
ー
か
ら
下
る
道
。
下

る
と
い
え
ば
語
弊
が
あ
る
が
、
八
尾
城
跡
は
府
中
市
街
の
北
を
限
る
、
標
高
五
百
四

十
メ
ー
ト
ル
余
の
亀
ケ
岳
山
魂
の

一
角
を
な
し
、
南
に
派
成
し
た

一
支
峯
に
築
か
れ

て
い
る
た
め
、
主
峯
上
の
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
ー
か
ら
南
へ
山
道
を
下
れ
ば
、
城
跡
に
到

る
わ
け
で
あ
る
。
ど
ち
ら
と
も
比
較
的
歩
き
易
い
道
で
、
健
脚
度
に
応
じ
て
、
登
り
、

下
り
を
選
べ
ば
良
い
。

人
尾
城
は
、
中
世
の
典
型
的
な
山
城
跡
で
あ
る
。
精
密
な
測
量
は
行
わ
れ
て
い
な
い

が
、
本
会
が
昨
年
出
版
し
た

『山
城
探
訪
―
福
山
周
辺
の
山
城
三
〇
選
―
」
や
、
『広

島
県
の
主
要
山
城
』
Ｔ
ム
備
友
の
会
）
等
に
よ
れ
ば
、
概
要
左
の
通
り
で
あ
る
。

本
丸
（仮
称
）
は
、
八
尾
山
山
頂
を
削
平
し
て
築
か
れ
、
長
さ
約
六
十
メ
ー
ト
ル
、

幅
二
十
メ
ー
ト
ル
の
長
楕
円
形
を
な
し
、
主
軸
は
ほ
ぼ
南
北
に
延
び
て
い
る
。
本
丸

田

口

義

之

の
北
は
、　
一
段
下
っ
て
長
さ
約
四
十
メ
ー
ト
ル
の
細
長
い
平
坦
地
で
、
北
東
側
に
土

塁
を
め
ぐ
ら
し
、
北
方
尾
根
続
き
は
、
幅
約
三
メ
ー
ト
ル
の
空
堀
で
断
ち
切
っ
て
い

る
。
空
堀
の
両
側
は
竪
堀
と
な
っ
て
約
三
十
メ
ー
ト
ル
下
方
に
延
び
て
い
る
。
こ
こ

か
ら
下
は
、
約
二
百
五
十
メ
ー
ト
ル
下
っ
て
尾
根
続
き
の
鞍
部
と
な
る
が
、
こ
こ
に

も
空
堀
が
設
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

本
丸
の
南
は
、
四
段
に
削
平
さ
れ
、
最
下
段
が
妙
見
社
の
境
内
と
な

っ
て
い
る
。
本

丸
の
東
西
の
尾
根
上
に
も
、
東
八
、
西
七
ヶ
所
の
削
平
地
が
残
り
、
特
に
、
東
尾
根

上
の
削
平
地
に
は
、
北
側
部
分
に
の
み
土
塁
が
築
か
れ
、
北
方
亀
ヶ
岳
側
を
意
識
し

た
構
造
と
な
っ
て
い
る
。
八
尾
城
の
名
称
通
り
、
山
頂
か
ら
八
方
に
延
び
る
尾
根
筋

は
こ
と
ご
と
く
城
塞
に
利
用
さ
れ
、
府
中
市
域
で
は
屈
指
の
山
城
遺
跡
と
い
え
る
。

郷
土
史
書

の
記
載

八
尾
城
は
、
城
跡
と
し
て
顕
著
な
遺
構
を
残
し
て
い
る
た
め
、
近
世
以
来
、
識
者
の

関
心
を
引
き
、
各
種
の
郷
土
史
書
に
、
城
主
に
関
し
て
の
伝
承
が
収
録
さ
れ
て
来
た
。

最
も
古
い
も
の
は
、
近
世
初
頭
に
原
本
が
作
成
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る

『備
後
古
城

記
』
で
、
「備
後
叢
書
」
所
収
本
に
よ
る
と
、
府
中
八
ツ
尾
城
と
し
て
、
応
仁
年
中
に

宮
田
備
後
守
が
居
城
し
た
と
あ
る
。
又
、
出
口
村
古
城
主
と
し
て
、
山
名
伊
豆
守
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清
氏
（時
氏
共
在
）
、
宮
田
備
後
守
の
名
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
八
尾
城
跡
は
、

府
中

（広
谷
）
、
出
口
両
村
に
ま
た
が
っ
て
お
り
、
当
城
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

八
尾
城
と
杉
原
氏
に
つ
い
て
、
最
も
委
し
い
記
述
を
残
し
て
い
る
の
は

『西
備
名

区
』
で
あ
る
。
同
書
は
、
江
戸
後
期
、
品
治
郡
向
永
谷
村

（現
福
山
市
駅
家
町
）
の

人
、
馬
屋
原
呂
平
が
著
わ
し
た
も
の
で
、
同
書
巻
五
十

一
、
芦
田
郡
出
口
村
の
条
を

ひ
も
と
く
と
、
八
尾
山
城
と
し
て
、
「当
城
は
日
呑
山
の
南
方
半
腹
に
さ
し
出
た
る
孤

丘
也
。
此
城
地
に
上
る
道
八
つ
あ
り
、
麓
に
流
尾
八
ツ
あ
り
、
故
に
八
尾
城
と
云
ふ

な
り
。」
と
、
ま
ず
城
名
の
由
来
を
挙
げ
、

「杉
原
伯
者
守
光
平

鎮
守
府
将
軍
平
貞
盛
後
胤
、鎌
倉
殿
に
仕
へ
頼
家
将
軍
よ
り
備
後
守
護
を
賜
り
、

当
城
を
築
て
住
す
」

と
し
て
、
杉
原
光
平
の
築
城
を
記
し
、
光
平
以
後
の
歴
代
城
主
を
掲
げ
て
い
る
。
『西

備
名
区
』
が
八
尾
城
の
築
城
者
と
し
て
い
る
杉
原
光
平
は
、
『尊
卑
分
脈
』
（国
史
大

系
本
）
を
始
め
と
す
る
杉
原
氏
系
図
が
杉
原
姓
の
元
祖
と
し
て
い
る
人
物
で
、
父
祖

に
つ
い
て
は
、
各
系
図
で
異
動
が
あ
る
が
、
最
も
古
い

『尊
卑
分
脈
』
に
よ
る
と
、

桓
武
天
皇
の
末
流
、
平
貞
衡
六
代
の
孫
桓
平
の
次
男
に
あ
た
り
、
杉
原
流
の
祖
と
あ

る
。
同
書
に
よ
る
と
、
父
桓
平
は

「文
治
五
年
奥
州
合
戦
之
時
御
供
仕
抽
忠
勤
」

と
あ
る
か
ら
、
鎌
倉
時
代
前
期
の
人
物
で
あ
る
。
光
平
以
降
の
系
図
を

『尊
卑
分

脈
』
に
よ
っ
て
記
す
と
、
六
頁
の
通
り
で
、
『西
備
名
区
』
が
人
尾
城
主
と
し
て
い
る

員
平
、
忠
綱
、
親
綱
、
時
鋼
、
光
房
、
直
光
、
満
平
、
光
親
は
、
光
平
の
嫡
流
に
あ

た
り
、
杉
原
氏
惣
領
家
の
人
々
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

「八尾城―北から望む一」
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杉
原
光
平
の
八
尾
築
城

に

つ
い
て

杉
原
光
平
の
八
尾
築
城
に
関
し
て
は
、
府
中
の
人
五
弓
雪
窓
の
著

「
三
備
史
略
』

翁
備
後
叢
書
」
所
収
）
に
左
の
記
述
が
あ
る
。

「建
仁
二
年
壬
辰
、
（略
Ｙ
」
の
時
に
当
り
頼
家
、
杉
原
光
平
を
以
て
備
後
の
守
護
と

な
す
、　
命
じ
て
芦
田
郡
八
尾
城
を
築
か
し
む
、　
光
平
歿
す
、　
子
員
平
父
の
職
を
襲

ぐ
。
」

言
う
と
こ
ろ
は
、
「西
備
名
区
」
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
年
代
を
建
仁
二
年

（
一
二
〇
二
）
と
特
定
し
て
い
る
の
は
雪
窓
独
自
の
見
解
で
あ
る
。
出
典
を
挙
げ
て

い
な
い
た
め
、
事
の
真
疑
を
判
断
す
る
手
段
を
持
た
な
い
が
、
先
述
の
よ
う
に
、
光

平
の
在
世
年
代
は
、
鎌
倉
時
代
前
期
と
推
定
さ
れ
、
ほ
ぼ
首
肯
し
て
よ
い
年
代
で
あ

２一
。問

題
は
、
光
平
の
、
八
尾
城
築
城
の
理
由
で
あ
る
。

「三
備
史
略
』
や

『西
備
名
区
』
が
い
う
よ
う
に
、
光
平
が
備
後
守
護
職
に
補
任
さ

れ
た
の
が
事
実
と
す
れ
ば
、
答
え
は
簡
単
で
あ
る
。
八
尾
城
下
の
府
中
は
、
そ
の
名

の
示
す
通
り
、
国
府
の
所
在
地
と
し
て
、
備
後
の
政
治
の
中
心
地
で
あ
る
。
守
護
光

平
の
鎮
所
と
し
て
八
尾
城
に
過
ぐ
る
も
の
は
な
い
。

し
か
し
、
現
在
の
学
界
で
は
、
光
平
の
備
後
守
護
補
任
に
否
定
的
で
あ
る
。
近
年
の

学
問
水
準
を
示
す
と
い
わ
れ
る

『福
山
市
史
』
（上
巻
）
も
、
光
平
の
備
後
守
護
補
任

説
を
取

っ
て
い
な
い
。

『福
山
市
史
』
や
府
中
在
住
の
郷
土
史
家
藤
本
英
太
郎
氏
等
は
、
杉
原
氏
の
出
自
を

在
庁
官
人
に
求
め
て
お
り
、
そ
の
根
拠
の

一
つ
は
、杉
原
惣
領
家
の
八
尾
在
城
で
あ

っ

た
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
守
護
で
も
な
い
杉
原
氏
が
、
国
府
を
眼
下
に
収
め
る
八

尾
城
に
居
城
し
た
の
は
、
国
府
在
庁
の
最
有
力
者
と
し
て
優
位
を
占
め
て
い
た
か
ら

だ
と
説
明
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

確
か
に
、
鎌
倉
時
代
の
備
後
守
護
と
し
て
確
証
が
あ
る
の
は
、
土
肥
氏
、
長
井
氏
で

あ

っ
て
、
杉
原
氏
の
名
は
な
い
。
し
か
し
、
確
証
が
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
杉
原
光

平
が
備
後
守
護
に
補
任
さ
れ
な
か

っ
た
と
は
言

い
切
れ
ず
、
今
後
も

一
つ
の
仮
説
と

し
て
、
十
分
検
討
の
価
値
を
持

つ
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
光
平
の
人
尾
築
城
、
杉
原
惣
領
家
の
人
尾
在
城
は
、
多
く
の
問
題
点

を
含
ん
で
い
る
が
、　
一
つ
の
解
決
策
と
し
て

「新
修
尾
道
市
史
』
等
の
述
べ
る
杉
原

氏
の
西
遷
地
頭
説
を
掲
げ
て
お
き
た
い
。

つ
ま
り
、
杉
原
氏
は
本
来
関
東
御
家
人
で
、
備
後
杉
原
保
の
地
頭
職
に
補
任
さ
れ
、

後
に
府
中
に
入
部
し
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

但
し
ご
」
の
説
で
は
、
杉
原
光
平
が
何
故
府
中
八
尾
城
に
拠

っ
た
か
の
説
明
に
は
な

ら
な

い
。
杉
原
氏
名
字
の
地
と
さ
れ
る
杉
原
保
は
、
現
尾
道
市
東
北
部

（福
山
市
本

庄
町
と
す
る
説
も
あ
る
）
に
比
定
さ
れ
て
お
り
、
府
中
と
杉
原
氏
の
接
点
を
見
付
け

る
必
要
が
あ
る
。

平
安
末
期
、
『高
野
山
文
書
」
に
よ
る
と
、
当
時
備
後
在
庁
で
最
も
有
力
で
あ

っ
た

の
は
清
原
氏

一
族
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
清
原
氏
は
、
鎌
倉
初
期
以
来
、
史
料
に
現

わ
れ
ず
、
消
息
を
断

っ
て
い
る
。
清
原
氏
没
落
の
契
機
と
し
て
は
、
源
平
の
争
乱
、

及
び
承
久
の
乱
が
考
え
ら
れ
る
が
、
承
久
の
乱
に
際
し
て
、
後
島
羽
上
皇
方
と
し
て

没
落
し
た
可
能
性
が
高

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
´

杉
原
氏
は
、
承
久
の
乱
後
、

」ヽ
の
清
原
氏
跡
の
新
補
地
頭
と
し
て
、
府
中
に
入
部
し

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
在
庁
有
力
者
の
清
原
氏
が
国
府
周
辺
に
所
領
を
有
し
て
い
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た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
杉
原
氏
は
、
清
原
氏
の
遺
領
を
継
承
し
、
鎌
倉
御
家
人
で

あ
り
な
が
ら
、
在
庁
に
も
勢
力
を
持

っ
た
。
こ
う
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

後
世
に
な
る
が
、
杉
原
氏
の
有
力
庶
家
木
梨
杉
原
氏
は
、
府
中
に
相
当
大
き
な
所
領

を
有
し
て
お
り

（『萩
藩
閥
閲
録
』
五
九
）
、
こ
の
傍
証
と
な
る
。

な
お
、
ヒゝ
」
で
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
現
在
見
る
八
尾
城
の
遺
構
は
、

到
底
鎌
倉
時
代
の
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
の
山
城
遺
跡

で
明
確
な
も
の
は
少
な
い
が
、
安
芸
の
熊
谷
氏

（伊
勢
ケ
坪
城
）
や
平
賀
氏

（御
園

宇
城
）
の
例
で
み
る
と
、
谷
あ
い
の
小
平
野
に
臨
ん
だ
低
丘
陵
上
に
築
か
れ
た
館
城

型
式
の
も
の
が
多
い
。
藤
本
英
太
郎
氏
は
、
「も
と
や
ま
』
十
号

（コ
ロ
ロ
寺
と
八
尾

城
主
杉
原
氏
し
で
、
八
尾
城
の
築
城
を
鎌
倉
後
期
と
さ
れ
て
い
る
が
、
八
尾
城
の
立

地
と
、
現
状
か
ら
み
る
と
、
更
に
時
期
を
下
げ
、
南
北
朝
期
の
築
城
と
し
た
方
が
よ

い
。
こ
の
点
は
、
八
尾
城
と
ほ
ぼ
同
形
式
、
同

一
の
縄
張
の
鷲
尾
城

（尾
道
市
木
之

庄
町
木
梨
）
が
庶
家
の
杉
原
信
平
に
よ
っ
て
、
建
武
三
年

（
一
三
三
六
）
に
築
か
れ

た
と
す
る
伝
承
が

一
つ
の
目
安
と
な
る
。

山
城
の
発
達
史
で
、
南
北
朝
期
は

一
つ
の
画
期
を
な
す
と
言
わ
れ
て
お
り
、
八
尾
城

の
よ
う
に
高
い
山
頂
に
築
城
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
時
期
に
始
ま
る
と
さ
れ
る
。
そ
う

す
る
と
、
藤
木
氏
の
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
杉
原
光
平
の
八
尾
築
城
は

一
片
の
伝
説
と

化
し
て
し
ま
う
が
、
筆
者
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
も
う
少
し
結
論
を
待

っ
た
方
が

良
い
と
考
え
る
。　
一
般
に
、
そ
の
山
城
の
始
築
期
を
い
つ
に
す
る
か
は
難
か
し
い
も

の
で
あ
る
。
主
要
な
山
城
は
、
築
城
か
ら
廃
城
に
至
る
ま
で
、
幾
度
か
の
改
変
を

ヘ

て
お
り
、
精
密
な
発
掘
調
査
に
よ
ら
な
け
れ
ば
、
正
確
な
こ
と
は
言
え
な
い
。

八
尾
城
の
場
合
も
、
形
態
か
ら
は
鎌
倉
後
期
か
ら
南
北
朝
期
の
築
城
と
判
断
さ
れ

ー 繹
〃
――‐
＝
＝
Ч
力

八尾山城跡略側図 1/2500 原図 尾多賀・トレース 田口
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る
に
し
て
も
、
光
平
の
時
代
に
何
の
施
設
も
な
か
っ
た
と
は
断
言
出
来
ず
、
そ
の
築

城
時
期
の
解
明
は
今
後
の
調
査
に
待
つ
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

人
尾
杉
原
氏
歴
代

先
述
の
よ
う
に
、
光
平
以
後
、
八
尾
城
に
拠

っ
た
の
は
、
杉
原
氏
惣
領
家
で
あ

っ
た

と
思
わ
れ
る
。
以
下

『尊
卑
分
脈
』
『西
備
名
区
」
を
主
な
典
拠
に
、
そ
の
歴
代
を
掲

げ
て
お
く
。

二
代
員
平
。
光
平
の
次
男
、
従
五
位
下
、
民
部
丞
。
『西
備
名
区
』
に
よ
れ
ば
、
将
軍

実
朝
に
仕
え
、
備
後
守
護
職
に
補
任
さ
れ
た
と
い
う
。

三
代
光
網
。
員
平
の
嫡
男
で
、
従
五
位
下
、
民
部
丞
。

四
代
盛
綱
。
光
綱
の
嫡
男
で
三
郎
と
称
し
た
と
い
う
。

五
代
忠
綱
。
実
は
員
平
の
次
男
で
、
四
代
盛
綱
が
早
世
し
た
た
め
家
督
を
嗣
ぐ
と
い

つヽ

Ｑ
西
備
名
区
し
。

六
代
親
綱
。
主
計
頭
に
任
ぜ
ら
れ
た
と
伝
え
る
の
み
で
事
跡
は
不
明
。

七
代
時
綱
。
左
近
将
監
。
嘉
元
三
年

（
一
三
〇
五
）
三
月
、
世
羅
郡
太
田
荘
山
中
郷

公
文
の
年
貢
抑
留
を
救
済
す
る
よ
う
命
じ
た

「
六
波
羅
御
教
書
」
の
宛
名
に
、
土

肥
六
郎
と
共
に
、杉
原
右
近
将
藍
の
名
が
あ
る
電
高
野
山
興
山
寺
文
書
し
。右
近
、

左
近
の
違
い
は
あ
る
が
、
時
綱
の
こ
と
と
推
定
さ
れ
、
八
尾
杉
原
氏
は
、
時
綱
に

至

っ
て
初
め
て
、
確
実
な
史
料
上
に
姿
を
現
わ
す
こ
と
と
な
る
。
土
肥
六
郎
は
、

安
芸
沼
田
荘
の
小
早
川
氏
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
有
力
な
鎌
倉
御
家
人
で
あ
る
。
土

肥
氏
と
並
ん
で
六
波
羅
の
命
令
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
、
杉
原
氏
が
鎌
倉
御
家
人

で
あ

っ
た
こ
と
の
有
力
な
証
拠
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
左
の
記
録
に
よ
る
と
、
杉
原

氏
は
、
元
弘
の
変
に
際
し
て
、
幕
府
方
の
軍
勢
催
促
に
応
じ
て
笠
置
山
に
出
陣
し

て
お
り
、
こ
の
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。

『光
明
寺
残
篇
』
元
弘
元
年

（
一
三
三

一
）
九
月
廿
八
日
、
椙
原

一
族
栖
山

一
族

小
宮
山

一
族
等
属
長
崎
四
郎
左
工
門
尉
之
手

笠
置
寺
に
懸
干
先
陣
致
合
戦
放
火

城
椰
奉
追
落
先
帝
了
。

八
代
光
房
。
『浄
土
寺
文
書
』
（八
七
号
）
暦
応
四
年

（
一
三
四

一
）
十
月
二
十
三
日

付
足
利
直
義
下
知
状
に
、
杉
原
左
近
将
監
光
房
と
あ
る
の
が
初
見
史
料
で
、
備
後

守
護
細
川
頼
春
と
共
に
、
浄
土
寺
預
金
丸
名
の
帰
属
に
関
す
る
調
査
に
あ
た
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
『浄
土
寺
文
書
〓

九
号
、
六
六
号
、
八
九
号
に
よ
れ
ば
、
光
房

は
、
足
利
直
冬
の
命
を
奉
じ
て
活
動
し
て
お
り
、
備
後
国
内
で
は
守
護
に
比
肩
し

う
る
勢
力
を
持

っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
の
立
場
は
何
に
由
来
す
る
か
不

明
で
あ
る
が
、
佐
藤
進

一
氏
に
よ
る
と
、
光
房
は
、
康
永
三
年

（
一
三
四
四
）
三

月
に
編
成
さ
れ
た

（室
町
幕
府
）
五
番
制
引
付
番
文
の
五
番
、
同
年
三
月
と
推
定

さ
れ
る
三
方
制
内
談
に
名
を
連
ね
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
（注
①
）
、
同

氏
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
杉
原
氏
が
、
前
代
鎌
倉
幕
府
の
奉
行
人
の

一
員
で
あ

っ
た

こ
と
に
由
来
す
る
と
い
う
（注
②
）
。
こ
の
考
え
が
正
し
け
れ
ば
、
杉
原
氏
は
、
歴

き
と
し
た
鎌
倉
御
家
人
、
そ
れ
も
幕
府
奉
行
人
の
家
柄
と
な
り
、
そ
の
在
地
で
の

立
場
が
守
護
に
比
肩
す
る
も
の
で
あ

っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

観
応
の
擾
乱
で
は
杉
原
氏
惣
領
家
も
分
裂
し
た
よ
う
で
、
光
房
は
、
先
述
の
よ
う

に
足
利
直
冬
陣
営
に
あ
っ
て
、
直
冬
の
奉
行
人

（或
は
備
後
守
護
か
）
と
し
て
活
躍

し
て
い
る
が
、
弟
の
親
光
は
、
足
利
尊
氏
、
義
詮
方
に
あ

っ
た

（県
史
所
収

『高
野

山
文
書
』

一
八
四
巻
、
観
応
二
年
六
月
十
七
日
付
将
軍
家
御
判
御
教
書
案
）
。

『尊
卑
分
脈
』
に
よ
れ
ば
、
親
光
は
従
五
位
下
、
民
部
丞
で
あ

っ
た
と
い
う
ｏ
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九
代
直
光
房
。
光
房
の
嫡
男
で
、
伯
者
守
を
称
し
た
。
「花
営
三
代
記
』応
安
八
年

（
一

三
七
五
）
三
月
二
十
七
日
の
条
に
見
え
る
義
満
近
習
杉
原
伯
者
守
は
直
光
の
こ
と

と
推
定
さ
れ
、
こ
の
時
期
の
杉
原
惣
領
家
は
、
後
に
見
る
よ
う
に
、
す
で
に
幕
府

直
勤
御
家
人

（奉
公
衆
）
と
し
て
の
性
格
を
備
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

十
代
満
平
。
直
光
の
子
で
、
四
郎
左
衛
門
尉
と
称
す
。
「花
営
三
代
記
』応
安
八
年
二

月
二
十
九
日
の
条
に
、
父
直
光

（伯
者
守
）
と
共
に
義
満
近
習
と
し
て
見
え
（伯
者

四
郎
Ｘ
以
後
同
書
康
暦
三
年
２

〓
一八

一
）
一
月
十
三
日
の
条
ま
で
叔
父
詮
光

（左

近
将
監
）
と
並
ん
で
義
満
近
習
と
し
て
見
え
る
。
又
、
明
徳
元
年

（
一
三
九
〇
）

七
月
十
二
日
付
将
軍
家
御
教
書

（古
証
文
）
に
よ
れ
ば
、
幕
府
は
、
細
川
頼
之
を

し
て
杉
原
四
郎
左
衛
門
尉
満
平
の
御
教
書
を
召
返
し
、
重
永
本
新
庄

（世
羅
郡
）

を
摂
津
能
連
に
安
堵
し
て
い
る
。
在
地
に
於
け
る
杉
原
惣
領
家
の
活
動
を
知
る
上

で
興
味
あ
る
事
例
で
あ
る
。

十

一
代
光
親
。
直
光
の
子
で
彦
太
郎
と
称
し
た
。
「花
営
三
代
記
』応
永
三
十
二
年

（
一

四
二
五
）
二
月
二
十
二
日
の
条
に
、
杉
原
兵
庫
助
と
共
に
将
軍
義
量
所
労
七
仏
薬

師
代
使
と
し
て
見
え
、
光
親
も
父
満
平
同
様
、
幕
府
直
勤
御
家
人
と
し
て
将
軍
に

奉
仕
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
後
将
軍
義
教
期
に
入
る
と
、
将
軍
近
習
と

し
て
、
杉
原
伯
者
守
の
名
が
見
え
る

Ｃ
御
産
所
日
記
∵
杢
早
六
年
二
月
十
三
日
の

条
）
。
年
代
か
ら
推
し
て
、
光
親
の
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
。
伯
者
守
は
、
初
代
光

平
以
来
、
杉
原
惣
領
家
が
受
け
継
い
だ
由
緒
あ
る
受
領
名
で
あ
る
。
光
親
が
家
督

相
続
後
、
伯
者
守
を
名
乗

っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

杉
原
親
宗

『尊
卑
分
脈
』
の
記
載
は
、
光
親
で
終
わ
っ
て
い
る
が
、
む
ろ
ん
杉
原
惣
領
家
が
断

絶
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

光
親
の
後
を
継
い
だ
と
思
わ
れ
る
の
は
、
『康
富
記
』
宝
徳
二
年

（
一
四
五
〇
）
七

月
五
日
の
条
に
、
将
軍
義
政
参
内
の
衛
府
侍
と
し
て
見
え
る
、
杉
原
伯
者
左
京
亮
親

宗
で
あ
る
。
「伯
者
左
京
亮
」
の
伯
者
は
、
こ
の
人
物
の
父
親
が
伯
者
守
で
あ

っ
た
こ

杉
原
氏
系
図

平

（本
梨
杉
原
５

寧[

1牌

義K

:1:

手
杉
原 `

氏
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と
を
示
し
、
親
宗
が

（伯
者
守
）
満
平
、
或
い
は

（伯
者
守
）
光
親
の
子
で
あ

っ
た

こ
と
を
推
定
さ
せ
る
。
「広
島
県
史
』
中
世
編
で
は
、
親
宗
を
惣
領
家
と
は
別
の
家
と

考
え
て
い
る
が
、
間
違
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
時
期
の
幕
府
奉
公
衆
の
全
貌
を
示
す

『文
安
年
中
御
番
帳
」
「永
享
以
来
御
番

帳
」
に
は
、
五
番
衆
と
し
て
、

「杉
原
彦
太
郎
、
杉
原
四
郎
、
在
国
衆
杉
原
伯
者
守
」
（文
安
）

「杉
原
伯
者
守
、
杉
原
左
京
亮

杉
原
掃
部
助
」
（永
享
）

の
名
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
杉
原
惣
領
家
の
人
々
と
思
わ
れ
、
「永
享
以
来
御
番
帳
』

に
杉
原
左
京
亮
と
あ
る
の
が
親
宗
の
こ
と
で
あ
る
。
「文
安
年
中
御
番
帳
』
は
、
文
安

年
間

（
一
四
四
〇
年
代
）
、
『永
享
以
来
御
番
帳
」
は
、
宝
徳
、
享
徳
年
間

（
一
四
五

〇
年
代
）
の
奉
公
衆
の
実
態
を
示
す
と
い
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
「文
安
年
中
御
番
帳
』

に
杉
原
彦
太
郎
、
或
い
は
杉
原
四
郎
と
あ
る
の
が
親
宗
と
思
わ
れ
、
そ
う
す
る
と
、

同
じ
く
在
国
衆
杉
原
伯
者
守
と
あ
る
の
は
、
光
親
の
こ
と
で
あ
る
。

幕
府
奉
公
衆
と
し
て
の
杉
原
惣
領
家
で
は
、
当
主
が
在
国
す
る
場
合
、
家
督
の
者
が

交
代
に
在
京
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
両
者
を
別
家
と
考
え
る
よ
り
も
、
父
子
の

間
柄
と
し
た
方
が
、
万
事
す

っ
き
り
す
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
『康
正
三
年
造
内
裏
段
銭
井
国
役
引
付
』
に
よ
る
と
、
杉
原
親
宗
は
、
備

後
国
杉
原
本
庄
の
段
銭
、
五
貫
文
を
幕
府
に
納
め
て
い
る
。
杉
原
本
庄
と
は
、
杉
原

氏
名
字
の
地
杉
原
保
の
中
心
部
分
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
親
宗
は
杉
原
惣
領
家
の
家

督
と
し
て
、
先
祖
相
伝
の
根
本
所
領
を
相
続
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

『広
島
県
史
』
中
世
編
で
は
、
杉
原
親
宗
が
杉
原
保
の
段
銭
を
納
め
、
そ
の
後
杉
原

惣
領
家
の
名
（具
体
的
に
は
杉
原
伯
者
守
）
が
史
料
に
現
わ
れ
な
い
こ
と
を
以

っ
て
、

杉
原
惣
領
家
は
、
親
宗
の
家
に
吸
収
さ
れ
、
応
仁
の
乱
に
よ

っ
て
最
終
的
に
没
落
し

た
、
と
判
断
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
誤
り
で
あ
る
。

応
仁
の
乱
後
、
将
軍
義
材
期

（明
応
元
年
―

一
四
九
二
）
の
幕
府
奉
公
衆
の
全
貌
を

示
す
と

い
わ
れ
る

「東
山
時
代
大
名
外
様
附
』
（注
③
）
に
は
、
五
番
衆
と
し
て
杉
原

伯
者
守
の
名
が
あ
り
、
こ
の
時
期
に
な

っ
て
も
杉
原
惣
領
家
は
確
実
に
存
続
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

宮
田
教

言
の
人
尾
在
城

「備
後
古
城
記
』
に
、
「宮
田
備
後
守
、
応
仁
年
中
」
と
あ
る
の
は
、
応
仁
の
乱

（
一

四
六
七
～
七
七
）
に
際
し
て
、
西
軍
方
の
備
後
守
護
代
、
宮
由
備
後
守
教
言
が
八
尾

城
に

一
時
在
城
し
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
。

備
後
に
於
け
る
応
仁
の
乱
は
、
東
軍
方
で
現
守
護
の
山
名
是
豊
と
、
西
軍
方
の
総
師

で
、
是
豊
の
父
で
あ
る
山
名
宗
全

（持
豊
）
の
対
立
と
い
う
図
式
を
取

っ
た
。
そ
の

た
め
国
人
衆
は
、
是
豊
方
と
宗
全
方
に
分
裂
し
、
国
内
を
三
分
し
て
の
激
し
い
戦
い

が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
。
初
め
は
西
軍
方
が
優
勢
で
、備
北
の
国
人
衆
が
中
心
と
な

っ

て
備
南
に
侵
入
を
繰
り
返
し
た
。
し
か
し
、
東
軍
方
の
備
後
守
護
山
名
是
豊
が

一
時

帰
国
す
る
と
鳴
り
を
ひ
そ
め
た
ら
し
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
宗
全
が
採

っ
た
反
撃
策

が
自
己
の
腹
心
宮
田
教
言
の
備
後
守
護
代
任
命
で
あ

っ
た
。
官
田
氏
は
山
名
氏
の

一

族
で
、
宗
全
と
は
極
め
て
近
い
間
柄
で
あ

っ
た
。

教
言
が
備
後
に
入
っ
た
の
は
、
文
明
二
年

（
一
四
七
〇
）
末
と
推
定
さ
れ
る
が
、
入

国
し
た
教
言
は
、
備
後
西
軍
方
の
中
心
山
内
豊
成
の
居
城
甲
山
城
（庄
原
市
本
郷
町
）

に
入
り
、
東
軍
方

一
掃
の
策
を
練

っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
東
軍
方
も
だ
ま

っ
て
い

な
い
。
山
名
是
豊
自
ら
備
後
に
下
り
、
西
軍
方
を
撲
減
し
よ
う
と
し
た
。
結
果
は
、
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山
名
是
豊
の
敗
北
に
終
わ

っ
た
。
西
軍
方
の
本
拠
、
山
内
豊
成
の
居
城
甲
山
城
に
迫

っ

た
是
豊
軍
は
、
あ
と

一
歩
と
い
う
と
こ
ろ
で
総
崩
れ
と
な
り
、
文
明
七
年

（
一
四
七

五
）
、
石
見
に
没
落
し
た
の
で
あ
る

（『福
山
市
史
』
上
巻

『渡
辺
先
祖
覚
書
』
等
）。

宮
田
教
言
の
八
尾
在
城
は
、
こ
の
後
の
こ
と
と
思
わ
れ
、
『渡
辺
先
祖
覚
書
』
（天
文

三
年
の
奥
書
あ
り
）
に
、

買
甲
山
城
攻
囲
中
の
）
是
豊
様
御
陣
中
二
種
々
様
々
而
御
陣
破
石
見
国
崩
退
候

（略
）
然
処
二
山
内
上
野
介
殿
備
後
国
内
外
郡
共
二
威
勢
無
申
計
候

｛呂
田
備
後
守

殿
様
為
守
護
代
御
下
向

ニ
テ
府
中
八
尾
二
御
在
陣
候
」
と
あ
る
。

教
言
の
八
尾
在
城
は
、
是
豊
を
支
持
し
た
勢
力
に
対
す
る
威
圧
と
、
戦
後
処
理
の
た

め
と
思
わ
れ
る
。
是
豊
の
勢
力
は
、
守
護
所
尾
道
を
中
心
と
し
た
沿
岸
部
に
強
く
及

ん
で
お
り
、
そ
の

一
掃
と
懐
柔
が
急
務
で
あ

っ
た
為
で
あ
る
。

こ
の
時
期
の
八
尾
杉
原
氏
の
動
向
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
東
軍
方
に
属
し
て
い

た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
杉
原
氏

一
族
中
で
は
、
東
軍
方
に
属
し
た
者
が
多
く
、
西

軍
方
に
所
領
を
押
領
さ
れ
た
者
で
、
乱
後
、
京
都
杉
原
氏
を
通
じ
て
幕
府
に
本
領
返

還
の
運
動
を
起
こ
し
た
者
も
い
た

（『親
元
日
記
し
。

教
言
の
八
尾
在
城
も
、
八
尾
杉
原
氏
の
西
軍
方
に
屈
伏
し
た
姿
、
と
見
な
し
て
よ
い

と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
宮
田
教
言
の
八
尾
在
城
は
、
短
期
間
で
終
わ
っ
た
よ
う
で
、
山
名
宗
全
の
跡

を
嗣
い
で
備
後
守
護
と
な

っ
た
山
名
政
豊
は
、
守
護
代
と
し
て
大
田
垣
氏
を
尾
道
に

置
い
て
お
り
（注
④
）
、
八
尾
城
に
は
杉
原
惣
領
家
が
引
き
続
い
て
居
城
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
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八
尾
杉
原
氏
の
終
焉

杉
原
惣
領
家
が
、
応
仁
の
乱
で
没
落
し
た
と
す
る
『広
島
県
史
』
の
説
は
、
前
に
述

べ
た
よ
う
に
誤
り
で
あ
る
。

杉
原
伯
者
守

翁
′し、領
家
）
は
、
明
応
初
年
に
至
っ
て
も
室
町
幕
府
奉
公
衆
の

一
員
と

し
て
名
を
連
ね
て
お
り
（前
出
）
、
八
尾
杉
原
氏
の
滅
亡
と
八
尾
城
の
終
焉
は
、
そ
の

後
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「西
備
名
区
』
の
、
こ
の
部
分
の
記
述
も
、
混
乱
し
て
い
る
。
同
書
は
、
宮
田
備
後

守
の
在
城
を
挙
げ
た
後
、
杉
原
石
見
守
基
康
の
名
を
掲
げ
、

「
一
本
古
城
記
に
。
杉
原
石
見
守
基
康
は
、
先
祖
世
々
八
尾
に
往
す
。
杉
原
姓
の
根

本
也
。」

と
記
し
て
い
る
が
、
同
書
前
条
の
八
尾
杉
原
氏
世
系
、
杉
原
彦
三
郎
光
親
の
と
こ
ろ

に
は
、

「満
平
男
、
天
文
の
は
じ
め
丹
州
に
移
る
と
云
ふ
」

と
し
て
お
り
、
皿
嬬
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

光
親
は
、
前
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
室
町
初
期
の
人
物
で
あ
り
、
『西
備
名
区
』
の

「天
文
の
は
じ
め
云
々
」
の
記
事
は
肯
け
な
い
。

ま
た
、
同
書
は
、
基
康
に
続
け
て
、
山
名
宮
内
少
輔
時
興
、
同
宮
内
少
輔
忠
興
（理

興
）
の
名
を
挙
げ
て
い
る
が
、
忠
興
を
除
い
て
、
実
在
性
に
は
疑
間
が
あ
る
。
『芦
品

郡
志
』
は
、
基
康
、
時
興
、
忠
興
の
三
者
の
関
係
を
父
子
相
承
の
間
柄
と
し
て
い
る

が
、
こ
れ
も
信
頼
性
は
低
い
。

但
し
、
山
名
理
興

↑
′し、興
）
の
八
尾
在
城
は
、
十
分
検
討
の
価
値
を
持
つ
も
の
で
あ

る
。
理
興
は
、
本
姓
杉
原
氏
、
後
神
辺
城
主
と
な

っ
て
、　
一
時
備
南
に
覇
を
と
な
え

た
人
物
で
あ
る
ｃ

従
来
、
山
名
理
興
の
出
白
に
関
し
て
は
、
八
尾
杉
原
氏
説
と
、
山
手
杉
原
氏
説
と
が

あ
っ
て
対
立
し
て
い
た
が
、最
近
で
は
、
「福
山
市
史
』
上
巻
が
山
手
杉
原
氏
説
を
採

っ

て
以
来
、
こ
ち
ら
の
方
が
定
説
と
化
し
て
い
る
。

確
か
に
、
山
手
杉
原
氏
説
は
、
史
料
と
し
て
評
価
の
高
い
、
『萩
藩
閥
閲
録
』
を
典

拠
と
し
た
説
で
、
「西
備
名
区
』
や

『福
山
志
料
」
を
主
な
典
拠
と
し
た
、
八
尾
杉
原

氏
説
よ
り
も
史
学
上
は
有
力
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
言

っ
て
八
尾
杉
原
氏

説
を
む
げ
に
捨
て
去
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
山
手
杉
原
氏
説
よ
り
も
矛
盾
が
少
な
い

点
も
あ
る
の
で
あ
る
。

筆
者
は
以
前
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て

一
稿

（注
⑤
）
を
発
表
し
た
の
で
、
重
複
は
避

け
る
が
、
要
約
す
れ
ば
、
次
の
二
点
が
山
手
杉
原
説
で
は
説
明
が
つ
か
ず
、
八
尾
杉

原
説
を
採
れ
ば
す

っ
き
り
す
る
の
で
あ
る
。

①
理
興
の
跡
を
嗣
い
だ
山
手
杉
原
盛
重
は
、
諸
資
料
に
、
理
興
の
四
番
家
老
で
、
理

興
に
実
子
が
な
い
た
め
跡
を
相
続
し
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
「萩
藩
閥
閲
録
』
巻

六
八
で
は
、
盛
重
は
理
興
の
次
男
と
な

っ
て
い
る
。

②

『萩
藩
閥
閲
録
』
巻
六
八
で
は
、
盛
重
に
は
兄
が
い
て
、
理
興
の
嫡
子
と
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
も
、
前
條
と
同
じ
く
矛
盾
す
る

（盛
重
が
理
興
の
跡
を
嗣
い
だ
た

め
、
山
手
杉
原
氏
の
家
譜

『萩
藩
閥
閲
録
』
巻
二
八
八

「杉
原
与
三
右
工
門
書
出
」

に
盛
重
の
養
父
と
し
て
理
興
の
名
が
挿
入
さ
れ
た
と
考
え
た
方
が
良
い
）
。

理
興
の
出
目
に
関
し
て
は
、
八
尾
杉
原
氏
出
身
説
を
採
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う

-9-



か
。　
理
興
が
八
尾
杉
原
氏
の
出
身
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
山
手
杉
原
氏
の
出
で
あ
る
杉

原
盛
重
が
、
理
興
の
家
老
を
勤
め
、
そ
の
跡
を
嗣
い
だ
と
い
う
こ
と
も
理
解
で
き
る

し
、
何
よ
り
も
八
尾
杉
原

（惣
領
家
）
氏
の
没
落
と
、
八
尾
城
の
廃
城
の
問
題
も
極

め
て
わ
か
り
易
い
も
の
と
な
る
。

つ
ま
り
、
八
尾
杉
原
氏
は
、
理
興
の
代
に
な
っ
て
、
府
中
八
尾
城
か
ら
神
辺
城
に
移

り
、
そ
の
死
去
に
よ
っ
て
断
絶
し
た
こ
と
、
八
尾
城
は
、
理
興
の
後
は
役
割
を
終
え
、

自
然
と
廃
城
と
な

っ
た
、
こ
う
考
え
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。

備
南
の
中
世
史
を
巨
視
的
に
見
る
と
、
政
治
の
中
心
が
、
古
代
政
治
の
中
心
で
あ

っ
た
府
中
の
国
府
か
ら
、
神
辺
へ
と
移
動
し
た
時
期
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
。
近
世

の
開
幕
は
、
水
野
勝
成
の
福
山
築
城
を
以

っ
て
始
ま
る
が
、
勝
成
が
最
初
与
え
ら
れ

た
居
城
は
神
辺
城
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
南
北
朝
、
室
町
時
代
に
は
、
国
府
城
の
名

が
現
わ
れ
る

（注
⑥
）
よ
う
に
、
府
中
が
中
心
で
あ

っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
、
こ
の

間
に
政
治
の
中
心
地
が
移
動
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
移
動
は
各
方
面
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
山
陽
道
が
府
中
を
通
ら
ず
に
、
神

辺
か
ら
南
下
し
て
、
山
手
、
赤
坂
、
今
津
を
通
っ
て
三
原
方
面
に
通
ず
る
よ
う
に
な

っ

た
の
も
こ
の
時
代
で
、
こ
れ
も
、
府
中
か
ら
神
辺
へ
の
政
治
の
中
心
の
移
動
な
し
に

は
考
え
ら
れ
な
い
現
象
で
あ
る
。

府
中
か
ら
神
辺
へ
、　
八
尾
城
か
ら
神
辺
城
へ
、　
こ
の
移
動
は
、　
杉
原
惣
領
家
の

府
中
か
ら
神
辺
へ
の
移
動
、
具
体
的
に
は
、
杉
原
理
興
が
八
尾
城
を
捨
て
、
神
辺
城

へ
移

っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
、
こ
う
考
え
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
後
考
を
待

ち
た
い
。

注
①
②
佐
藤
進

一
「室
町
幕
府
開
創
期
の
官
制
体
系
」
亀
中
世
の
法
と
国
家
じ

注
③
今
谷
明

「
『東
山
殿
時
代
大
名
外
様
附
』
に
つ
い
て
」
亀
史
林
し

注
④
飯
尾
宗
祇

『下
草
』
∩
続
群
書
類
従
』
所
収
）
他
。

注
⑤
拙
稿

「神
辺
城
主
山
名
理
興
の
出
自
」
禽
山
城
志
』
第
８
集
）

注
⑥

『薩
戒
記
』
永
享
九
年
八
月

一
日
條
。

（平
成
元
年
十

一
月

郷
土
史
誌

『も
と
や
ま
』
第
十

一
号
に

「備
後
府
中

八
尾
城

史
」
と
題
し
て
発
表
し
た
も
の
を
改
題
の
上
、
加
筆
補
正
）
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